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Spatial	Correspondence	Learning	is	Critical	for	the	
Sequence	Effects	of	Symbolic	Cueing.
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@A6+(Sequence	Effect)

前回の呈示：
Â��@®�,_ú

順序効果(Sequence	Effect)
Â��@�o(Cueing Effect) 1�$0Ąº0ä0s0Ąº+Â��@®�,
N�IOQ®��ď ģ�+�(%�-��+���.(%@�§MOQ
×	Á�.(%@�aMOQ×	!A
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今回の呈示：
_ú �A�1 Ğ_ú

� �

Ęd1より早く �A�1 より遅く

前回の呈示：
Â��@®�,Ğ_ú

�

今回の呈示：
_ú �A�1 Ğ_ú

� �

Ęd1そんなに早まらない
�A�1 そんなに遅くならない

@A6+�HY�	��7W
RM28*H(feature-integration	hypothesis)�
I]PNFUK(strategic	adjustment	account)

特徴結合仮説
äsĄº+0®�0Đÿ�Ĭ`ģ�,
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前回の呈示：Â��@®�,Ğ_ú

�

今回の呈示：_ú �A�1 Ğ_ú

� �

Ęd1そんなに早まらない
�A�1 そんなに遅くならない

空間配置特徴(逆方向)
は前回と同じなので
【反応は早めに】

空間配置特徴(同方向)
は前回と異なるので
【反応は遅めに】

戦略的調整判断
Â��@�N�IOQģ�Dº�
*�A�-��D®�Ąº0ľB
0ü+ė÷�*���Â��@ģ
�/ý^D��*��,įĸ�A
�1Ğĸ,��ė÷Dĳ�*�A.

あまり注意が向け
られていないので
【そんなに早くは
応答できない】

左図の場合、手がかり（矢印）方向とター
ゲット（＊）の位置は一致していないので、
今後は手がかり方向とは逆の方向に出るこ
とを予測する。
�注意を矢印と反対側にも向けておこう！

今回の呈示：_ú �A�1 Ğ_ú

注意が多少とも
向けられている
ので【割と早め
に応答できる】

Ęd1そんなに早まらない
�A�1 そんなに遅くならない

この例では
矢印と＊は
逆方向
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• ¾���矢印手がかり+手がかり正確性予想度変動をかける	
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Í�o�ġĎ!Aĕ

• ¾���対称文字手がかり,非対称文字手がかりで比較	
• 
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• ¾���漢字（右／左）+「概念的な方向」の効果D�A	
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• ¾���矢印手がかり+手がかり正確性予想度変動をかける	

• 矢印手がかりによる順序効果自体はある�à���0vĒ	
• 予想度の変動の効果は無し � 「特徴結合仮説」を支持

� 「戦略的調整判断」を不支持

• ¾���対称文字手がかり,非対称文字手がかりで比較	
• 「ｄ」と「ｂ」の非対称文字手がかりでは順序効果��@�
「T」「X」の対称文字手がかりでは順序効果が見られない
�「特徴結合仮説」を支持

• ¾���漢字（右／左）+「概念的な方向」の効果D�A	
• 矢印手がかりによる順序効果自体はある
• 予想度の変動の効果は無し � 「戦略的調整判断」を不支持

�¾�1,ď 	
• 手がかりの左右非対称性は漢字の概念によっても、もたらされる
�õÈ.aë�§ë0Æ(þ@+.�*<>�	

• 「特徴結合仮説」だけでは結果を説明できない�漢字の経験効果
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シンボル手がかり呈示での順序効果では、戦略的である「手が
かりの予想度」ではなく、物理的な「空間配置の同一性」を
学習することが重要．ただし、空間配置の同一性は必須条件で
はなく漢字の「左」「右」のような強い経験でも起こる．


